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                                                           学校法人 昭和学園 昭和幼稚園園長 橋田匡邦 
                                                  学校法人 昭和学園 昭和幼稚園 学校評価委員会 代表 岡村千恵 

１． 幼稚園の教育目標および本年度の重点目標 
集団生活の初めての場として、幼児の健やかな心身及び社会的な成長を促すことを目標としています。そのためには幼児期の特徴を踏まえ、感覚を豊かにして、感覚を通して、周囲の人

間関係、環境に関わっていく生活がなされるように配慮した幼児教育を目指しています。 
２． 自己評価結果及び学校関係者評価   

評価項目 自  己  評  価 学校関係者評価委員会 
よい 普通 不十分 状  況 園としての改善策 評価点 意見 

 

①保育の計画

性 

教育理念の理解 39% 55%  6% 互いの保育を参観する時間が取れない。 

保育内容の検討や相談は全員が同じ部屋で行ってい

るので学年間の壁が低くなってきている。 

内容が例年のことが元となってしまいがちである。 

異年齢グループの保育を

取り入れ、今までと違った

保育の取り組みを工夫し

ていく。 

 

よい 

自然素材が豊富で季節を感じる教材が多い。 

また発達段階に応じて教材が増えたり、複雑に

なり、系統性をもった指導を見ることができ

た。 

指導計画 73% 24%  3% 

環境の構成 67% 31%  2% 

評価・反省 50% 27% 23% 

②保育のあり

方、幼児への対

応 

健康と安全への配慮 67% 33%  0% 意識がクラスや担当学年に集中してしまいがちであ

る。子どもの行動や気持ち、意識をみる場面が全般的

になっていないところがある。 

教員全員で時間的にも空

間的にも偏りなく観察し、

意識し、情報を共有する。 

 

よい 

一人一人の園児の特性を理解しようと努めて

いる。担任にとらわれず、園全体、教員全体で

子どもを育てようとしている。 

子どもの理解 58% 42% 0% 

指導者のあり方 64% 31% 5% 

③教師として資

質、能力、適正等 

保育者としての良識 80% 20%  0% 教員が一つのチームであることを全体が意識してい

る。ただ意識、行動には多少なり個人差がある。 

経験歴に関わらず伝え

合う雰囲気作り。 

よい 保育者として園児に寄り添ってくれている。音

楽技術も高く良い刺激を受けている。 組織の一員でのあり方 70% 28% 2% 

④保護者への対応 67% 32%  1% 教員によって接し方に個人差がある。その差を埋める

必要を感ずる。 

節度を持って接するよう

に努める 

よい 園での様子を丁寧に伝えてくれる。ブログ等で

も様子を伝えていてわかりやすい。 

⑤地域の自然や社会との関わり 14% 45% 41% 地域との接点が少ない。 園外活動を考える。 ふつう 買い物体験以外にも接点があってもよい。 

⑥研修と研究 22% 49% 29% 研修機会が少ない。 園内研修機会を増やす。 ふつう 新しい素材、教材、開発に期待する。 

３． 学校関係者評価委員会からの総合的な意見   
 園全体で、教師全体で子どもたちを育てようという意識が高く、子どもたちも安心して楽しみながら通園しています。自然あふれる素材や伝統ある遊びを積極的に取り入れてくださっ

てありがたいです。（芋掘りや果物の収穫があってもよいのかなと思います。）今後も引き続きこのあたたかい環境で子どもたちを育てていただきたいと願っております。 

４．今後に向けての園の取り組むべき課題 
    園内研修（活動内容について、幼児や家庭について、等）、安全管理の研修、技能の習得 

 


